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27. 昆虫発育制御物質 diflubenztlronのハエに対する効果 武衛和雄*,岡部英夫 **(大阪府

立公衆衛生研究所医動物室*,近畿大学農学部**)52.9.6受理

Diflubenzuronの6種類の主要なハエ朝に対する効果をテス トした結果, イエバエは最も感受性が

高かった. 本剤の効力は宕令糊に処理したときほど大きかった. 鶏糞処理によるイェバェの駆除実験を

行なったが,0.25gAI/m2散布によって97% の羽化阻止効果が期待された.

尿素誘導体には幼虫の脱皮後に,クチクラ屑ができ

るときのキチン形成を阻留することにより,発育を制

御する効果のあ ることが知られ, その筋緑化合物

diflubenzuron(別名 Dimilin,PH60-40)1-(4-chl･

orophenyl)-3-(2.6-difluorobenzoyl)ureaは,教程

の昆虫に対し朗著な効米のあることが報告された1).

この化合物のイエバエ,サシバ工に対する効果は.

Jakob2),Miller3),Wright4〝,AblesetaL.6),Hayaka･

wa7)らにより.室内 ･野外実験を通じて検討され,ハ

エの幼虫駆除に有望であると報菖している.

われわれは.日本の synanthropicなハエとして主

要な数起塀に対するdiflubenzuronの効果を室内実験

によって比幌検討するとともに,養鶏場において準失

地テストを行ない,イエバエに対する災用上の効架を

評価したので.その成机を報告する.

実 験 方 法

実験に供したdiflubenzuronは,オランダのPhilips-

Duphar社から提供された25%水和剤である.

室内実験 :供試したハエ矧 ま次の6種類である.

イエバエ Muscadomesiz'ca, 高槻系で,有機リン

剤やピレスロイドなどに対して正常な感受性の系統.

ケプカクロバエ Atdrichinagrahami,1977年3月

大阪巾-iti成区の森の宙で採袋し,以後累代飼育中の系

統.

クロキンバエ Phorlm'aregJ'na.1974年秋田市内で

採ni,以後射 t:飼育中の系統.

センチニクバエ BoeLEchcn'scaI?cregn'na.1965年

東京都文京区iB畠で採災 (強訴医科幽科大学), 分与

をうけた系統.

ナミニクバェ Parasarcophagasimilis,1970年香

川県小豆郡土庄町豊島で採集,以後累代飼育中の系統.

シ1)アカニクバエ Parasarcophagacrassi♪al〆S,

1965年東京都文京区拐畠で採範 (東京医科歯科大学),
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分与をうけた系統.

供試幼虫は.いずれも午前10時から午後4時までの

間に産卵または産仔された個体酢を用いた.

薬剤を所定の脱皮にイオン交換した水でうすめる.

ふすま 50g.魚粉 30g,細かく砕いたマウス用飼料

(オ))エンタル酵母工業製造)20gを混合し,これに

希釈紋を 100mJ投入してよくかきまぜ る. これ を

100gずつ秤虫して,直径 9cm,深さ.6cm のガラス

ポットにいれて幼虫の飼Iff増益とする.

供試虫は,貯化した日よりか ぞ えて 2日目 (1日

令),3日目 (2日令),･･.･･･と日を追うて糊 占してお

き. 1ポットあたりに原則としてケプカクロバ工は50

匹,その他のハエは100匹ずつの幼虫を弧妃の培誠に

うつしいれた. 1回の実験には各地皮区ごとに2回の

くりかえしをもうけた.また,水だけでねりあわせた

培基を無処理区として比較にあてた.

これらの実験は.ケプカクロバ工は 200.その他の

ハエは 27-280,日長14時閲に調節した恒温鎚で行な

つT=.

さなぎ化が完了したとき,これをとりだして別の容

掛 こうつした.羽化が終ったら,さなぎ殻から完全に

脱出できなかった個体 (羽化失敗), さなぎ (幼山か

らさなぎへの脱皮の過程で死亡したものを含む), お

よび幼虫の状態で死亡した個体をすべて死亡桐t4:と考

えて,Abbottの補正式を用いて死虫率を計許した.

準実地テスト:1976年10月,大阪府八fiff)で約1万

羽を飼育するU養鶏場で実験を行なった.

ポ.)エチレン製タライ (直径 42cm,出面も'L1,380
cm2) の最下層に,ふす ま と魚粉の混合地)A;を稚さ

3cm までしきつめ,さらにその上に瑞兆を 10cm の

深さになるまで加える.あらかじめ飼f3-した2日･3

日･4日令のイエバエ幼虫を約8,000匹ずつ用.ldしてお

き,タライあたりに2,000-3,000匹ずつ入れた.

つぎに供試薬剤を水で 500倍,1,000倍,2,000倍に
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うすめ. ジt,ロを川いてこの懲兆のRI州こ280mLず

つ (21/m2の'!糾合)lYV!J'L,1=.鮒Rrfiの ものを矧l(釈

とした.他州織はクライごと.)ランの防山朋でおおい

をし′こ.

さなぎ化が'JtrLたら.'jtクラ Tか ら畑作鵜に 300

-500リt;のき/i'ぎをとり1:'して火歓1くにもち･hflJ).羽

化させた,列火の判',iIは宅IJJ火映に叩･;じて才jなった,

結果および考察

室内実験 :和々の虹r1度の dLllubcnzL‖･Onの処理をう

け1=ハエは,脱皮後クテクラのIr!J戊In'.J子により異J.T;'Iさ

なぎを/Lじる (Flg.1). その形鳩には符々の段断の

ものがみられるが.全般にさなぎ殻が止'.rTの ものに比

べて柔軟であり.鮒良い形の ものが多かった しかし

このようなリd･'.～il,'さなぎy 卜.じて も.ごく少数ではある

が)A)jlヒ脱川する)戊山がみ られた

各Friハエの光TI段僻別にみたタヒ｣ヰ鳩l戒を rTlg 2

に小す,この19(1か らも明 らかなように,さなぎlyJまた

は幼虫からさなぎへの脱皮のさいにタヒ亡するものが多

かっに しかし,)'怜 幼虫に処理した場令は,地山r2

断での批Lヰ'tがF'.11Jか っに とくに 1n令 (2†)). 2

nイ)(3††uUl削)のクロキンバエ幼虫や,センチニク

バエ,ナミニクバェ,シリアカニクバェの 1rlノ行 (2

JTT)の幼山 に処理 した場介にはその倣p''Jが範 汁であっ

た.おそらく, 2令から3令への脱皮過樺で死亡する

胴体が多いためとJLしわれる

幼才■.:ホルモン数似体 meLhoprenc の処即をうけた

ハエは,さなぎ奴より完全羽化のできない,いわゆる

羽化失地胴体が 多 くあ らわ れ たが (武tL'Lfl也8)),

Cllr1uben7,urOnではそのような過稗でのタヒ亡は多 くは

なかった.

6種類のハエに対する dirIubcn7.urOn の処PHil1-1度

とタヒ亡率とのJXH,ftを Tablel に'71す.その効ノ｣は1-.I

17別の幼虫に処理 したときほど人きく.さなぎ化のち

かい時)帥こ処即した場合には効ノJが劣ることを小して

いる.このことは,さなぎ化が近ずいたj戎軸幼虫に処

刑ル 1=とき,址 も大きな効児をあらわす幼1..=ホルモン

の作lllとはIl･-.J丈対である.

D汀lubenzL1rO11の処理ifl'1度 とタヒ亡率の間の阿帰直線

から.UEみとった LC50 の伯を Tablel の娘右側に小

す.格和のハエに対する効ノJを比似すると,Ltlも感受

性がたかいのは イエバエで,クロキンバエがこれに次

いだ. イエ′く工に対する効ノ)は,Jakob2) のJ11縦とJ:

く ･j梨している.これに比べると. 二クバエのそれに

対するL感受i/liはひ くく.2Jl‡幼山のセンチニクバェの

LC60をイエバエのそれと比順すると801711･のひらきが

みられる.

しかし.tH]じニクバ工科でも祁馴 こよって効ノJにひ
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eachcolumndenotesthelarvalageoffly.Blank:unsuccessful

emergenceoradult;oblique

らさのあらわれることは興味ぶかく,その原因は幼虫

の発汗期間が只なるためだと思われる.シ))アカニク

バエは他印に比べて幼虫の発育所要日数が長いが (疏

術他l)),そのことと diflubenzuron に対する感受仕

との問には相関がありそうに瓜われる.

準実地テス ト:只なる令糊のイエバェ幼dlに対する

d汀lubenztJrOnのtR祁効架を TablC2に示す.

無散布区の羽化qLは58-76%であったが,とくに3

令初期の幼虫処甘区ではそれが低かったのは.捕食者

であるダニの布生によろ死亡がねこったためと考えら
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line:deadpupa;black:deadlarva

れる.

三言内実助からUJJらかなように.T.'令糊の幼虫に処

即したときに.大 きな勅封が和られている. 3令初期

(2nイ)).間中糊 (3口令)の幼dlは.diflubcnzur･

on を 0.25gJu/m2 1托和した場合に97,%以上の羽化

阻止効黒があった.しかし幼虫の発Tfがすすんだ3令

後期 (4口や)の幼虫に対しては.1.0gAI/m℡の散

布でも51%にとどまった.

畜舎に発生するハエの駅除に.本剤を使った野外実

験がいくつか報告されていろ.Wrightl)は,年会と
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Table1. Percentmortalityo†thelarvaeofseveralspeciesol
川estreatedwithdiflubcnzuron

Larvalage

JILLSCado桝eStl'ca:

ConcentrationofdiEIubenZUrOn(ppm)

0.05 0.1 0.2 0 .4 0.8 1.5 3 25 50

1dayold(ⅠIinstar) 6.7 38.7 85.3 100

100 LC5.

2daysold(EarlyIII) 10.9 44.0 7 8.3 94.3

3daysold(MiddleIII) 4.0 1l.9 19.8 66.1

4daysold(LateIII)

AtdrfchJ'na

0.12

0.22

2.6

30.8 32.1 45.9 100<

0.4 0.8 1.5 3 6

2daysold(EarlyIII) 8.7 25.0 72.8

3daysold(EarlyIII) 23.8

4daysold(MiddleIII)

Phormfarcgl'na:

94.6

12 LCoo

1.1

72.5 95.0 1(氾 2.6

4.9 23.5 45.7 12.6

0.4 0.8 1.5 3 6

1dayold(ⅠIinstar) 50.0 84.7 弧 3 100

12 25

2daysold(EarlyIll) 38.3 71.8 83.9 91.9 100

3daysold(MiddleIII) 16.4 40.3 62.7 92.5 100

4daysold(LateIII) 49.9 94.0 100

2

9

3

8

9

0

0

0

3

3

Bocttchcrl'sca♪eregrtna:
6 12 25 50 100 2(氾 LCB｡

1dayold(H instar) 29.0 65.6 82.5 93.0

2daysold(EarlyIII) 19.0 24.1 40.5

3daysold(LateIII) 0
PGraSarCObhagasimElis:

9.6

71.3 110

42.7 2(氾<

3 6 12 25 50 100 200 LC80

1dayold(IIinstar) 32.9 59.2 85.5 100 5.0

2daysold(ⅠⅠIinstar) 1.3 22.1 62.3 97.4 100 39.0

PwasaTCO♪hagacrasstPal〆S:
0.8 1.5 3 6 12 25 LC…

1dayold(ⅠIinstar) 0 69.7

2daysold(EarlyIII) 14.0 62.5

3daysold(LateIII)
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Table2. Resultsofsemi･fieldtestofdiflubenzuronagainstthe

houseflylarvaejnthepoultryfarm

A.I.(g/m2)
surfaceareal)

,Oo/inhibitionofadultemergence

2daysold 3daysold 4daysold
(Early3rdinstar) (Middle3rdinstar) (Late3rdinstar)

I.0
0.5

0.25

Control

100(1002))
l00(loo)

98.4(97.2)
42.4

99.2(98.9)

100 (100)

99.1(98.7)
30.0

67.3(51.1)

57.6(44.4)

23.8

1)ThesolutionsweresprayedorLthesurfaceareaatavolumeof2liter/m2

2)CorrectedbyAbbott'sformula
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汚水処理場に発生するイエバェの駆除に,540mg/m2

の散布を行なうことにより,90%のイエバェが駆除さ

れた.AbleseLaL.6)は ,養鶏場の鶏糞に120mg/m2

の散布を行なった結果.86%のイエバエの羽化を抑制

でき,しかもイエバェの捕食者であるコガネコバチに

対しても,dimethoate散布区に比べて彫饗は少なか

ったという.さらに Wright8)は,韮豚場の排継物処

理地に発生するイエバエの駆除に,本剤を月1回 lJ/
m2 の割合で,また汚水処理場にも同じ要祝で毎週散

布した. その結凪 ハエの発生シーズンを通して,

500mgAI/m2 散布で高い羽化阻止効果のあることを

認めている.

これらの野外実験の結果から判断すると, diflube･

nzuronの散布薬虫 120-540mgAI/m;でイエバエ

に対し充分な駆除効果が認められたのであり,今回筆

者らの火映においても.この姫幽内での薬品で同等の

効火が才JJられることがわかった.

以上のことから,本剤はハエの幼虫駆除のための実

用上の効火が期待されろといえる.

ま と め

比山の発Lfm･lJ御物質であるdiflubenzuronについて,

各孤ハエ幼虫に対する効果を壷内実験によって検討す

るとといこ,並現場において準実地テストを行ない.

イエバエに対する実用上の効果を評価した.

1. 本刑の効架は,宕令期の幼虫に処理するほど大

きく.3令後期の幼虫に処理した場合は効果が劣った.

2. 2イ)幼虫に処理した場合は,幼虫期の死亡率が

7.-iいが.3令幼虫の場合は,さなぎ期または幼虫から

さなぎへの脱皮のさいの死亡率が高かった.

3. 6拙規の主要なハエ類に対する本剤の効果は.

イエバエが故も朗著であり,クロキンバエがこれに次

いだ.

4. 水剤を鶏光に散布してイエバェの駆除失験を行

なった鮎弧 0.25gAI/m2 散布によって97%の羽化

Pull:効Riが川持された.
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Summary

Laboratoryandsemi･fieldstudieswereconduc･

tedtodeterminetheeffectsofdiflubenzuron,
1-(4-chlorophenylト3-(2,6-difluorobenzoyl)urea,

onseveralspeciesoEsynanthropicflies.

Alltestwereconductedinglassjars,9cm in

diameterand 6cm inheight,with therearing

mediamadeby putting lOOg ofthe mixture,

wheatbran5,fish-meal3,andpowderedcompre･

sseddietforexperimentalanimals2parts,into

50mJofsuspensionswith desiredconcentration

ofdirlubenzuron.

TheeffectofdiflubenzuronwasmoreeIfective

when the youngerstage larvaewere tested.

However,there appeared tobea decrease in

susceptibilityofthelate3rdjnstarlarvae.

The dilrerencesolthe lethalpatternwere

observedbetweenthe2ndand3rdinstarlarvae

tested,forexample,theformerwasmostpro･

nouneedatthelarvalstage,andtheIattcrdidat

pupalstageorlarval･pupaltransformation.

Thehousefly,Muscadomesh'ca,wasthemost

susceptibleamongsixspeciesofflies,andPJLOr･

ml.areginaandAldTichlrnagrahamiwereEo‖oI

wed.

Inapoultryfarm,diflubenzuronappliedtothe

surfaceofmanureata rate of250mg AI/m2

gave97% controlofhouseflies.


